
若年女性を取り巻く現状

〜コロナ禍で孤独深める女性たち〜

特定非営利活動法人BONDプロジェクト
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bond@よこはま相談室、

LINE相談、メール相談、電話相談、面談、オンライン面談、bond@よこはま相談
室、出張面談
ネットパトロール、街頭パトロール、アンケート
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令和２年度 相談件数

2020年 ４月−2021年3月
（述べ件数）

他機関連携 警察、弁護士、女性相談センター、婦人相談所、福祉事務所（保健師、ワーカー等含む）、
社会協議福祉会、地域活動支援センター、自立援助ホーム、こどもシェルター、
産婦人科、就労支援センター、その他民間支援団体

LINE メール 電話 面談 保護 同行支援

アクセス件数 対応件数

10,133 1,331 1,276 988 5546,397 19,308

メール

LINE

電話

面談

同行支援

相談・支援体制

24時間受付

SNS相談事業 週５回 各８時間・神奈川相談室 週３回

電話相談事業 週２回 各３時間・神奈川相談室 週３回・その他聞き取り 随時

bond本部 随時・神奈川相談室 週３回、オンライン面談

福祉事務所、病院、警察、児童相談所、婦人相談、各種手続きなど
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問題の背景 （複数回答）令和２年度本部面談・オンライン面談・電話相談より

暮らす場所がない、追い出さ
れそう、ネットカフェや友人
宅を転々としている

経済苦、借金、食べるも
のがない

貧困

暮らし



●コロナ禍での支援状況
・コロナによって生活スタイルや家族関係が変化したことについての相談。
「コロナのせいで」などの言葉がなくてもよく話を聞いていくとコロナの影響を受けていることが多い。

・人との関係が希薄になり、孤独感を強めている子が多い。家族との関係が良くない、所持金がないなど問題を抱えている子ほど孤独・孤立も
抱えやすい。対面相談の重要性を感じている。

・かつてのシェルター入所者などコロナに感染または濃厚接触者となり自宅待機している子への物資支援。

・生活困窮している子への物資支援。

・度重なる緊急事態宣言等により出張面談、地方での同行支援に規制がかかり、連携先が必要となっている。

・感染予防対策がままならない子への対応。自分の抱えている問題が大変なのでそれどころ（コロナどころ）ではない、セルフネグレクト、希
死念慮から感染してもいいと思ってしまう、友人たちも感染対策を気にしていないとそれに流されてしまうなど。

BONDプロジェクトに届いた直近の相談

●令和３年度４〜７月相談件数

LINE メール 電話 面談 居場所の提供 同行支援 他機関連携

4月 1,208 896 141 126 89 8 28 

5月 1,598 1,038 174 132 102 5 24 

6月 1,328 834 175 142 116 8 51 

7月 1,304 918 156 151 141 5 54 

（件）

（注）
面談は、オンライン面談、シェルターでの面談も含む
居場所の提供はシェルター等で保護した泊数をカウント
他機関連携の連携先は児童相談所、女性相談センター、
婦人相談員、精神科、産婦人科、地方の民間支援団体、
弁護士等
なお、コロナ前・令和元年度の「居場所の提供」件数
（保護した泊数）は月平均９５。

5困難を抱える若年女性がコロナの影響もあり、全国的に増えている。

都道府県別相談件数 （令和３年度４〜７月LINE相談より）

北海道 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 新潟 富山 石川 福井 山梨 長野

217 13 35 62 14 25 57 55 98 61 216 277 659 532 40 25 19 33 14 116

岐阜 静岡 愛知 三重 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 鳥取 島根 岡山 広島 山口 徳島 香川 愛媛 高知 福岡

30 222 317 87 130 159 354 198 16 8 10 22 61 155 94 24 42 21 179 118

佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄 不明

29 17 36 45 20 11 4 398



bond Project@かながわ ー１０代２０代女の子のためのカフェ型相談室ー

● ● ●毎週水・日曜日 13:00〜19:00 ● ● ●

・カフェ型の居場所 ・シェルターでの緊急一時保護
オープン時間内で面談、電話、LINE、メール相談の対応 弁護士、児相との連携

「相談」することのハードルが高く、相談窓口に辿り着けない。 すぐ、その日に行ける場所
困難を抱えていても「今」はまだ、相談することまで望んでいない。

・街頭パトロール、声かけ ・同行支援
横浜、川崎、関内駅周辺 児童相談所、福祉事務所、病院、警察、

相談カードの手渡し 役所、ハローワーク、各種手続き等

相談のきっかけ作り・気軽に立ち寄れる居場所・コロナ時代の対面相談や居場所の必要性
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▶︎2019.4〜2020.3            短期２３ 中長期４
▶︎2020.4〜2021.3        短期１０ 中長期７
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２

ボンドのイエより回復傾向にあり、
就労できる状態になったものの、
まだ一人暮らしをするには金銭的にも体力的にも
難しい女性の支援を行うためのシェルター。

ANNEX

（シェルター） （ステップハウス）

一人暮らし型のステップハウス。
シェルターほどの支援は必要ないが、
家事、薬、金銭管理等が難しく、
すぐの一人暮らしが困難な場合に、
シェルターの次段階として利用できる。
一人暮らしの練習とし、見守り支援を実施。



行き場のない少女たち
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コロナの影響で抱えている問題が増幅

孤
独

孤
立虐待、安心できない、

食べるものがない
など

家のことは話せない、
いじめ、教師との不和、
学校に行けていない など

家 学校

状況を変えたい・・・でも家出しか方法が思いつかない
✔️行くあてがなく彷徨う ✔️未成年、身分証がない ✔️お金がない ✔️働けるところがない

✔️コロナの影響で店が早く閉まる。夜間・深夜は特に居られる場所がない

✔️公的機関：情報を知らない、手続きが煩雑、時間がかかる、過去の相談経験から抵抗がある

SNSを利用して居場所を求める、街で声をかけられた人について行く
コロナ禍でSNSの活発化、簡単に人と繋がれる

すぐに行ける場所、受け入れてくれる人、困ってる自分を助けてくれる人、寂しい時一緒にいてくれる人

泊め男 犯罪に巻き込まれるリスク 性被害・性的搾取 希死念慮



2017年10月 神奈川県座間市のアパート内で９人の遺体が見つかった事件。

被害に遭った10代20代だった女性たちとの接点は、交流サイト（SNS）。
女性たちが自殺をほのめかすような投稿をしたところ、
協力するふりを装って接近したとされる。
被害女性において、BONDプロジェクトにくる相談者にとても近い印象を受けた。

身近な人に悩みや本音を言うことができず、ネット上に居場所を求めている。

SNSが大事な居場所になっている反面、弱みにつけこまれ、犯罪被害に遭ってしまうケースは少なくない。
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2018年3月 厚生労働省自殺防止対策事業として「SNS相談事業」施行

① LINE相談の強化 ② ネットパトロールの実施

「相談」のハードルを下げる

LINE相談・ネットパトロール担当者は、同世代の女性スタッフ中心
「共感力」を重視、気軽かつ早いレスポンス、コアスタッフが管理・フォロー（その後の支援に繋げる）

LINE相談だけで完結しない LINE相談からリアルな繋がり、必要な支援へ繋げる

ハイリスク者の早期発見・早期介入
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2020年4月〜2021年3月
ネット上でのアウトリーチ活動から
LINE相談に繋がった人数

１,５９４人

ネットのつながりからリアルなつながりへ
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・「死にたい」「死にたい人と繋がりたい」、その他自殺に関するもの
・「裏バイト」「闇バイト」、制服や下着の売買について
・「無料で泊めてあげる」などサポートするような言い方の書き込み

（規制がされていないこともある）

コロナ禍でSNSに大量発生している書き込み
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他機関との連携対応

・相談のしやすさを重視した同世代
スタッフによる対応
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によるスーパーバイズ
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・３６５日相談受付
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